
 

【家庭教育支援チーム】 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

山陽小野田市家庭教育支援チーム 

（呼称： 山陽小野田市家庭教育支援チーム（山陽チーム） ） 

②活動拠点 
山陽小野田市立 埴生小学校、出合小学校、津布田小学校、 

厚陽小学校、厚狭小学校 

③活動範囲 同上 

④組織体制 
  ６ 人 

主任児童委員３人、民生委員・児童委員２人、家庭教育支援サポーター１人 

⑤活動開始年度 平成１８年度（２００６年度）   

⑥問合せ先 

山陽小野田市教育委員会社会教育課 

（TEL） 0836-82-1204   (FAX) 0836-84-8691 

（E-mail）shakyo-syuji@city.sanyo-onoda.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 
☑乳幼児 ☑小学生（低学年） □小学生（中学年） □小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上    の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【就学時健康診断時の子育て講座の開催】 

保護者の学習機会の場の提供として、就学時健康診断時に子育て講座

を開催している。生活習慣についての講義と地区別のグループ懇談会を実

施して、保護者同士のつながりを深めることで、不安の解消を図っている。 

また、就学時健康診断時に気になる児童の保護者とつながることで、保

護者の相談対応等を行っている。 

【その他】 

・年３回の定期会議への参加 

・県主催の家庭教育アドバイザー養成講座・ステップアップ講座、市主催の

「地域力・学校力・家庭力向上プロジェクト！」研修会等、各種研修会への

参加による資質向上 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・子育て講座での保護者アンケートでは、「他の家庭もわが家と同じような

悩みや不安があることが分かって安心した」、「生活習慣を見直すことがで

きた」「同じ学年の保護者と顔見知りになってよかった」といった声が出てお

り、保護者の不安の解消や基本的生活習慣の見直しに一役買っている。 

 

今後、 

・新入生保護者対象の就学時健康診断時の子育て講座の活動は継続して

いく。 

・家庭教育支援チームの活動の周知を図るとともに、学校やＰＴＡと連携し、

就学前から学齢期を通した継続的な家庭教育支援の取組を充実させてい

く。 

 

⑤活動財源 

☑文部科学省補助事業（事業名：学校を核とした地域力強化プラン） 

□文部科学省委託事業（事業名：                       ） 

□厚生労働省事業（事業名：                           ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                          ） 

 


